
現状通り

現状通り

（但し、検証基準は施工箇所毎に検討）

・施工延長に合わせて測量範囲を拡大。
・石積護岸端部脇の地形測量については、回数
を増やす。年４回＋イベント（台風等の高波）後

地形

自然環境調査結果等を用いて施工前後
の比較を行う。

－水鳥

・護岸検討委員会で植栽の位置、植裁種
の選定等を検討
・追跡調査
（植物種、生育密度、生育範囲等）

－緑化

現状通りDO計によるDO計測。1工区の完成断面石積
のり先。未施工区間の直立護岸前面

青潮

・30日間連続観測を年２回実施・最大60日間連続観測を年２回実施波浪・
流況

・乱積部の潮間帯に、ライントランセクト法
測線、及び定量採取４検体（高・中・低潮
帯、のり先）を追加
・１丁目緊急補修部は終了

・ﾗｲﾝﾄﾗﾝｾｸﾄ法：１工区、２工区、対照測線L-2、
塩浜1丁目緊急補修部の4測線

・採取分析：1測線/4箇所×１丁目緊急補修部
を除く3測線

生物

3測線、10mピッチ採泥、粒度分析底質

平成20年度平成19年度項目

（５） Ｈ20年度モニタリング計画（案）
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深浅測量（20m間隔×45測線）

H20年度：356m

L-2

潮間帯生物（定量採取）
乱積み部：4箇所

地形測量範囲：測線延長4,500m（岸沖方向100m×45測線）

潮間帯生物（ﾗｲﾝﾄﾗﾝｾｸﾄ法）
及び底質×4測線（乱積み部は石積み潮間帯のみ）

潮間帯生物（定量採取）4測線×4箇所
（高，中，低潮帯，のり先）

潮間帯生物
（定点目視観察）1箇所

波高・流況 1箇所又は、

又は、

凡 例。

地形測量では、

施工範囲の端

部周辺地形を

捉える。

平成20年度に追加する項目については、赤色の凡例で示した。

平成19年度から継続する項目については黒字の凡例で示した。

深浅測量（20m間隔×45測線）

H20年度：356m

L-2

潮間帯生物（定量採取）
乱積み部：4箇所

地形測量範囲：測線延長4,500m（岸沖方向100m×45測線）

潮間帯生物（ﾗｲﾝﾄﾗﾝｾｸﾄ法）
及び底質×4測線（乱積み部は石積み潮間帯のみ）

潮間帯生物（定量採取）4測線×4箇所
（高，中，低潮帯，のり先）

潮間帯生物
（定点目視観察）1箇所

波高・流況 1箇所又は、

又は、

凡 例。

地形測量では、

施工範囲の端

部周辺地形を

捉える。

平成20年度に追加する項目については、赤色の凡例で示した。

平成19年度から継続する項目については黒字の凡例で示した。

H20H20年度年度 モニタリング調査位置モニタリング調査位置（案）（案）
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参考資料１．H20年度の試験施工について（平面・断面）

①計画平面図

H18年度完成断面の西側に20mを計画
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AP.+4.0ｍ

1:
3

1:21:2

1:
2

AP.+3.8ｍAP.+3.0ｍ

1:
2

1:
2

1:2

AP.+5.65ｍ 1:20

1:
2

２丁目

60.00m
捨石部

20.00m
基本断面部

（完成形）
20.00m
捨石部

（未完成）

AP.+4.00ｍ

1
:2

1
:21:
2

1
:2

230.00m
捨石部

20m
A.P.+3.0mまでの乱積み
（H19年度施工済み）

緑化試験（Ａ案）

緑化試験（Ｂ案）

吸い出し防止シート

目つぶし材
（砕石など）

土

②被覆の緑化試験（Ａ案） ： 石の隙間の利用による暴露試験
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・オカヒジキ

・ツルナ

・コウボウムギ

・ハマヒルガオ

・ハマエンドウ など

▽ 計画高潮位:A.P.+5.4m

▽ 朔望平均満潮位:A.P.+2.1m

A.P.+1.00m  AP+1.00m 捨 石

 A

被覆石(１t/個）

1:3

（２層積み）  AP＋5.65m

 A

1:2
▽ 朔望平均干潮位:A.P.±0.0m

A.P.+3.00m 

乱積み

緑化試験
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③被覆の緑化試験（Ｂ案） ： 木枠、ポット苗の利用による暴露試験

・オカヒジキ

・ツルナ

・コウボウムギ

・ハマヒルガオ

・ハマエンドウ など
はしご状の木枠

ポット苗

▽ 計画高潮位:A.P.+5.4m

▽ 朔望平均満潮位:A.P.+2.1m

▽ 朔望平均干潮位:A.P.±0.0m

A.P.+3.00m 

 AP＋5.40m

 AP+1.00m

1:3

捨 石

 

A.P.+1.00m 

緑化試験
被覆石（１ｔ/個）

（２層積み）
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